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超
円
高
で
年

の
暮
れ
を
迎
え

つ
つ
あ
る
。
政

府
は
米
欧
の
顔

色
を
伺
い
為
替
相
場
に
介
入

し
た
が
経
済
は
生
き
物
と
し

て
自
律
的
に
動
き
思
惑
ど
お

り
に
は
推
移
し
て
い
な
い
。

　

豊
臣
秀
頼
が
大
阪
城
に
健

在
な
時
期
の
江
戸
幕
府
は
通

貨
政
策
と
し
て
自
前
鋳
造
の

銭
と
外
貨
で
あ
る
永
楽
通
宝

（
永
楽
銭
）
と
の
レ
ー
ト
を

決
め
た
り
し
た
が
闇
の
相
場

が
強
く
、
慶
長
13
年
（
１
６

０
８
年
）
12
月
８
日
つ
い
に

銭
貨
相
場
に
介
入
し
た
。

　

幕
府
の
や
り
方
は
直
接
的

で
永
楽
銭
の
使
用
禁
止
を
発

令
し
た
。
永
楽
銭
は
中
国
・

明
政
府
が
鋳
造
し
た
通
貨
だ

か
ら
現
代
な
ら「
円
建
て
」を

強
行
し
た
よ
う
な
も
の
だ
。

結
果
、
相
場
は
乱
高
下
し
、

多
様
な
施
策
施
行
の
後
に
銭

相
場
が
安
定
す
る
に
は
25
年

ほ
ど
か
か
っ
た
。
そ
の
間
、

「
喫
煙
禁
止
令
」
も
出
し
て

い
る
が
、
む
ろ
ん
大
阪
冬
の

陣
、
夏
の
陣
が
よ
り
重
大
事

件
で
あ
る
。

　

今
と
変
わ
ら
ぬ
当
時
の
政

治
介
入
の
立
案
者
・
実
施
者

は
本
多
正
信
か
正
純
か
、
い

ず
れ
も
ケ
チ
だ
か
ら
国
庫
を

浚
わ
ず
、
国
民
負
担
の
微
少

な
超
ロ
ー
コ
ス
ト
で
成
さ
れ

た
の
は
確
か
で
あ
る
。

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

「
歯
と
全
身
の
健
康
」で
集
い

　

窓
口
負
担
軽
減
や
保
険
範

囲
拡
大
へ
の
国
民
の
要
望
が

高
ま
る
な
か
、
歯
と
全
身
疾

患
の
関
係
や
歯
科
医
療
問
題

を
市
民
と
考
え
る
企
画
「
い

い
歯
と
健
康
〜
保
険
で
よ
い

歯
科
医
療
を
目
指
し
て
」
が

17
日
、
大
阪
市
内
で
開
か
れ

た
。
保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

が
主
催
し
、
大
阪
と
兵
庫
の

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
連
絡

会
が
共
催
。
歯
科
関
係
者
や

市
民
ら
93
人
が
参
加
し
、
落

語
や
医
師
・
歯
科
医
師
の
講

演
に
耳
を
傾
け
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
し
た
京

都
府
歯
科
保
険
医
協
会
の
秋

山
和
雄
副
理
事
長
は
、「
窓
口

負
担
が
重
く
、
歯
科
に
通
え

な
い
状
況
が
あ
る
。
歯
科
医

療
へ
の
認
識
を
深
め
、
歯
科

か
ら
社
会
保
障
を
よ
く
し
て

い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

落
語
は
、
笑
福
亭
松
枝
師

匠
が
、
虫
歯
に
悩
む
泥
棒
が

「
拝
む
と
治
る
」
と
噂
の
地

蔵
を
盗
み
に
行
く
「
虫
歯
地

蔵
」
を
披
露
し
、
会
場
を
沸

か
せ
た
。

　

対
談
企
画
で
は
、
歯
科
医

師
の
吉
岡
正
雄
氏
（
兵
庫
県

保
険
医
協
会
副
理
事
長
）
と

医
師
の
高
本
英
司
氏
（
大
阪

府
保
険
医
協
会
理
事
長
）
が

登
場
。
笑
工
房
代
表
の
小
林

康
二
氏
が
司
会
を
務
め
た
。

　

吉
岡
氏
は
、
歯
周
病
が
糖

尿
病
や
心
臓
病
な
ど
の
リ
ス

ク
を
高
め
る
こ
と
を
紹
介
。

日
常
の
歯
の
手
入
れ
や
定
期

健
診
な
ど
の
必
要
性
を
説
明

し
た
上
で
、
安
心
し
て
受
診

で
き
る
よ
う
に
窓
口
負
担
の

引
き
下
げ
を
強
調
。
高
本
氏

は
、「
歯
が
糖
尿
病
な
ど
の
全

身
疾
患
の
入
り
口
に
な
っ
て

い
る
」
と
指
摘
し
、医
科
・
歯

科
連
携
の
強
化
を
訴
え
た
。

　

会
場
か
ら
は
、
低
診
療
報

酬
や
技
工
士
不
足
、
訪
問
口

腔
ケ
ア
な
ど
で
発
言
が
相
次

ぎ
、
歯
科
医
療
改
善
へ
の
思

い
を
共
有
し
た
。
参
加
者
か

ら
「
歯
と
全
身
の
健
康
と
の

関
係
は
目
か
ら
ウ
ロ
コ
だ
っ

た
」「
歯
科
技
工
な
ど
へ
の
診

療
報
酬
を
上
げ
る
べ
き
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を

大
阪
連
絡
会
の
小
澤
力
世
話

人
は
、「
今
後
も
様
ざ
ま
な

企
画
を
通
じ
て
歯
科
医
療
の

問
題
を
国
民
に
広
く
訴
え
、

患
者
と
歯
科
関
係
者
が
一
緒

に
な
っ
て
歯
科
医
療
の
改
善

・
充
実
を
求
め
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

　

開
催
前
に
は
、
歯
科
医
師

ら
21
人
が
会
場
前
で
街
頭
宣

伝
し
、「
い
い
歯
と
健
康
」

へ
の
参
加
や
、
保
団
連
が
取

り
組
ん
で
い
る
歯
科
医
療
に

関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

の
協
力
を
訴
え
た
。

落
語
や
対
談
な
ど
で
楽
し
く
学
ぶ

保険でよい歯科医療めざし

レセプト電子化レセプト電子化

❹❹医療費抑制医療費抑制
とと

　

日
本
経
団
連
な
ど
の
要
求

で
い
っ
た
ん
義
務
化
が
決
定

し
た
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
だ
が
、
協
会
や
保
団
連

が
進
め
た
運
動
で
義
務
化
が

撤
回
さ
れ
る
と
い
う
異
例
の

成
果
を
勝
ち
得
た
。

　

保
険
医
協
会
が
中
心
に
な

っ
て
闘
っ
た
義
務
化
撤
回
訴

訟
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
注
目
も

集
め
、
①
患
者
情
報
の
漏
え

い
の
危
険
性
や
情
報
の
自
己

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
の
侵
害
②

を
形
成
し
た
。

　

政
権
交
代
を
機
に
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
の
義
務
化
を
定
め

た
省
令
１
１
１
号
が
改
正
さ

れ
、
原
則
電
子
請
求
の
１
５

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

対
応
で
き
な
い
保

険
医
を
強
制
退
職

に
追
い
込
む―

―

な
ど
の
問
題
を
明

ら
か
に
し
、
世
論

１
号
が
公
布
さ
れ
た
。
し
か

し
、
日
本
経
団
連
等
の
要
求

は
依
然
と
し
て
厚
労
省
に
持

ち
込
ま
れ
、
行
政
刷
新
会
議

や
審
査
支
払
機
関
の
在
り
方

に
関
す
る
検
討
会
で
Ｉ
Ｔ

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
活
用
に
よ

る
効
率
化
が
声
高
に
叫
ば
れ

て
い
る
。

　

９
月
30
日
の
第
６
回
審
査

支
払
機
関
の
在
り
方
に
関
す

る
検
討
会
で
は
、
高
田
清
彦

委
員
（
中
国
電
力
健
保
組
合

常
務
理
事
）
か
ら
健
保
連
等

に
よ
る
「
支
払
基
金
に
対
す

る
満
足
度
等
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
概
要
」
が
出
さ

れ
、「
７
割
以
上
（
の
保
険

者
）
が
不
満
で
あ
る
こ
と
を

重
く
見
る
べ
き
。
抜
本
見
直

し
」
し
て
保
険
者
が
納
得
す

る
必
要
が
あ
る
と
の
べ
て
い

る
。

　

支
払
基
金
か
ら
は
、
レ
セ

プ
ト
の
電
子
化
を
梃
子
に
①

レ
セ
プ
ト
の
平
均
手
数
料
を

94
・
24
円
か
ら
80
円
に
引
き

下
げ
②
全
査
定
点
数
に
占
め

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク

に
よ
る
査
定
の
割
合
を
４
割

か
ら
７
割
へ
の
引
き
上
げ
③

11
年
度
か
ら
基
金
に
よ
る
初

め
て
の
縦
覧
点
検
の
開
始―

―

と
い
う
保
険
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
計
画
案
が
出
さ
れ

た
。
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
は
、

保
険
医
療
機
関
や
被
保
険
者

に
対
し
て
で
は
な
く
、
健
保

組
合
等
の
大
企
業
向
け
の
サ

ー
ビ
ス
向
上
で
あ
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化

撤
回
訴
訟
の
教
訓
は
、
レ
セ

プ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
や
電
子

請
求
の
問
題
点
を
国
民
と
ど

れ
だ
け
共
有
す
る
か
と
い
う

点
だ
。
レ
セ
プ
ト
電
子
化
の

撤
回
の
カ
ギ
は
世
論
の
高
ま
り

オ
ン
ラ
イ
ン
訴
訟
の
教
訓
を
力
に

主
た
る
目
的
は
、
本
来
の
請

求
に
の
み
用
い
ら
れ
る
の
で

は
な
く
、
税
・
社
会
保
障
カ

ー
ド
に
よ
る
す
べ
て
の
国
民

の
デ
ー
タ
把
握
と
、
民
間
企

業
に
よ
る
デ
ー
タ
利
用
に
な

っ
て
い
る
。
国
民
の
情
報
管

理
化
の
危
険
性
が
目
前
に
迫

っ
て
い
る
。

　

今
後
、
日
本
経
団
連
等
の

医
療
構
造
改
革
を
撤
回
さ
せ

て
い
く
に
は
、
国
民
と
の
共

有
認
識
を
広
げ
、
い
か
に
共

に
運
動
で
き
る
か
に
か
か
っ

て
い
る
。

 

（
お
わ
り
）

　

協
会
社
保
研
究
部
は
９

日
、「
個
別
指
導
対
策
講
習

会
」
を
大
阪
市
内
で
開
き
、

96
人
が
参
加
し
た
。
講
師
の

藤
井
佐
都
樹
社
保
研
究
部
副

部
長
は
、
最
近
の
個
別
指
導

の
傾
向
を
説
明
し
、
８
月
に

保
団
連
が
発
行
し
た
『
カ
ル

テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導

対
策
テ
キ
ス
ト
』を
用
い
て
、

普
段
か
ら
心
が
け
た
い
対
策

上
の
留
意
点
を
解
説
し
た
。

１
時
間
半
か
ら
２
時
間
へ

　

藤
井
氏
は
、
今
年
度
の
個

別
指
導
の
特
徴
は
、
実
施
件

数
の
増
加
だ
と
指
摘
し
、
指

導
時
間
も
従
来
１
時
間
半
か

ら
２
時
間
に
増
え
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
た
。
新
規
個
別

指
導
で
は
こ
れ
ま
で
実
施
さ

れ
て
い
な
か
っ
た「
再
指
導
」

の
指
導
結
果
に
至
る
ケ
ー
ス

が
次
々
に
報
告
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

一
方
で
、
患
者
指
定
の
リ

ス
ト
が
、
個
別
指
導
で
は
従

来
の
前
日
30
件
指
定
か
ら
、

４
日
前
と
前
日
の
各
15
件
指

定
へ
と
緩
和
さ
れ
、
新
規
個

別
指
導
で
も
同
様
に
、
前
日

の
10
件
指
定
か
ら
４
日
前
の

10
件
指
定
へ
と
改
善
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
協
会
の
ね
ば

り
づ
よ
い
運
動
の
反
映
だ
と

報
告
し
た
。

　

同
氏
は
、
個
別
指
導
強
化

の
背
景
に
は
政
府
の
医
療
費

抑
制
策
が
あ
り
、
全
国
平

（
低
）
準
化
で
厳
し
い
県
に

近
づ
け
て
き
て
い
る
こ
と
に

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。
指
導
対

策
に
最
も
有
効
な
手
段
は
日

常
の
カ
ル
テ
記
載
で
あ
り
、

１
号
用
紙
の「
主
訴
」欄
に
は

患
者
の
言
葉
で
書
く
こ
と
や

歯
科
衛
生
士
の
業
務
記
録
簿

な
ど
を
整
理
す
る
こ
と
も
強

調
し
た
。

　

『
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
』

を
十
分
に
活
用
し
、
個
別
指

導
の
通
知
が
来
た
ら
す
ぐ
に

協
会
に
相
談
し
て
ほ
し
い
と

呼
び
か
け
た
。

個別指導、件数と時間増える

保 団 連 近 畿
ブロック企画

社保研究部　対策講習会で解説

衛
生
士
・
助
手
向
け『
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

最
新
版
発
行
、次
号
に
同
封

上：創作落語「虫歯地蔵」で会場を盛り上
　　げながら歯の大切さを訴えた笑福亭松
　　枝師匠（正面奥）　　　　　　　　　
下：医科・歯科連携の必要性を訴える高本
　　英司氏（中）
　　＝17日、大阪市内

約100人が参加した指導対策講習会＝
９日、マイドームおおさか（中央区）

「新規」で再指導の事例も


